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“La más pequeña de las grandes universidades” 

−偉大な大学の中で一番小さく偉大な大学− 

 
2015 年 11 月イクテ技術専科短期大学（メキ

シコ合衆国、メキシコシティ在）は、創立 25
周年を迎えました。この大学は哲学と会計、イ

ンテリアデザインの 3 学部を持ち、これまで多

くの卒業生を輩出しています。 
 この大学を始めたジョヴァンニ・リヴァは、

1980 年代にメキシコのある町に赴任し、哲学

を教える傍らこの国の歴史や芸術、文学を学び、

それらに深く感銘を受けました。しかし、若者

の間でその文化が軽んじられている実情を知

ります。偉大な文明を生み出した民族であるに

も関わらず、物質主義の風潮に流されてしまっ

ているメキシコの若者に、独自の文化を尊重し、

技術はもちろん知性も養ってほしいと願いイ

クテ技術専科短期大学を創立しました。 
メキシコは諸外国の支配や干渉を強く受け

てきた歴史から、外国人が現地の教育に携わる

ことは容易ではありませんでした。大学という

建物を作るだけではなく、メキシコ人と共に、

伝統と技術、人間の尊厳のための教育を実践し

ていく必要があったからです。この新たな教育

への取り組みを、リヴァ氏は「偉大な大学の中

で一番小さく偉大な大学」と表現しました。こ

の 25 年の歩みは決して平坦なものではなく、

多くの困難もありました。しかしこの教育へ賛

同したメキシコの著名な知識人も多くいまし

た。そこで働く教師や職員の熱意、そして人間

として成長をした学生たちが、しだいに多くの

地元関係者や、芸術家の心を動かしたのです。 
私たちオリーブジャパンは、彼らの教育理念

に賛同し、今後も支援を続けていきます。 
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エルサルバドル 
  

クラウディア・ソリート 
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ホンジュラス  
 
        キッツェ・サビリオン 

AHPOS スタッフ 
 
 
 
 
   

 
 

 

 

                     

イタリア 
 

パスクアーレ・クッコ 
SALPALE スタッフ 

クリスマスの飾り作り 

レストラン「イル・ガンベロ」での食事の様子 

アグロポリ 

形を吊るし、それを棒で叩いて割る伝統的な遊
び）をし、ケーキとプレゼントを受け取りました。
子どもたちにとってパストレラ（聖家族の劇）も、
クリスマスの意味を深める大切な時間となりま
した。 
 

2015 年 12 月、エルサルバドルの首都サン・サルバド
ルにて、地元のお祭りである「カント・イ・フィエスタ（歌
と祭り）」が開かれ、みつばち保育所の子どもたちや大学
生の The Others、ドゥエーニャス市場の子どもたちが参
加しました。ドゥエーニャス市場の子どもたちと私たちと
は、リブロス・リブレス（青空図書館）という活動を通じ
て出会いました。大学生が市場へ本と椅子、机を持ってい
き、青空の下で自由に本を読める場所を設ける活動で、
徐々にその輪も広がってきています。ヌエーヴォ・クスカ
トランという街では、FUNDIPRO スタッフがクリスマス
会を企画し、子どもたちはピニャータ（お菓子が入った人 
 

ホンジュラスの首都テグシカルパで、AHPOS は疎外地区で暮らす子ども
たちと共にクリスマスチャリティーコンサートを開きました。歌い手のマイ
ダ･オチョアさんは AHPOS の創立者でもあり、彼女の歌声はずっと私たち
の歩みと共にあります。 
現代のクリスマスは、物を贈ることや自分が楽しむことで頭がいっぱいにな
りがちですが、私たちはマイダさんの歌と、多くの学生スタッフが共に働き、
子どもたちとこのようにクリスマスを過ごしました。 

一人ひとりが尊厳のあるかけがいのない存在であることを改めて思い出

すことができ、この経験こそ、私たちにとって本当のクリスマスの贈り物だ

と実感しました。   

イタリアで伝統的にクリスマスに行われる催し物の
ひとつにトンボラータ（tombola；イタリアのビンゴ式
ゲーム）があります。アグロポリのカウンターパート、
サルパーレが主催するトンボラータとチャリティディ
ナーは今年で 15 年目を迎えました。別の町からの参加
者も増え、今年は 130 人という人気ぶりです。レストラ
ン「イル・ガンベロ」は、1 人わずか 20 ユーロで、フ
ルコースのイタリア料理を提供してくれました。トンボ
ラータは、1 から 90 までの数字を無作為に埋めた 15 升
の番号表から、抽選で出た数を消していくゲームです。
熱狂的な声が飛び交います。「また 5 がでた！！」「あの
人がトンボラ（15 升全部が消された場合）だって！？」
「くやしい」など、会場は耳鳴りがするほどです。 
今年は楽しいゲームの合間に、エルサルバドルのみつ

ばち保育所の映像を見てもらいました。このイベントが
慈善の業（チャリティー）であることを、参加者一人 

 

み つ ば ち 保 育 所 を 支 え る 世 界 の 働 き 

ひとりが思いを新たにする
と同時に、この楽しい時間を
通して、この子どもたちに何
かを差し上げることができ
ると意識するためです。この
イベントの本当の楽しさと
意義は、ここから湧き出てい
ます。今年のトンボラ（1 等
賞）は、嬉しいことに、いつ
もサルパーレを支え支援し
てくれている仲間が引き当
てました。 

 
 

REPORT 

エルサルバドル 
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文化講演会 

『安保法制』の危険性 

私たちはこの平和安全法制いわゆる「安保法制」の関連 2法案の採決の日、大変くやしい思いをしました。この

法制の成立によって今後様々な問題が出てくることが予想されます。 

●武力行使の支援を行うことにより戦争の火種を生む危険 

●世界中の戦闘地域に行き武器使用などを行うことになる自衛隊員の身体的かつ精神的リスク 

●兵士のみならず世界中の一般市民にまで自衛隊が攻撃を加える、またその支援を行う可能性 

●武力行使に加担することによって他国や武力組織等の恨みを買い、日本や日本人が攻撃の標的になること 

●徴兵制や志願兵制により一般の日本国民が戦地へ送られること 

●武力行使の判断根拠となった情報が特定秘密とされ、秘密裏に決定される危険 

（｢武力行使の判断根拠となった情報は特定秘密になりうる｣(2014.10.6安倍首相)） 

 

『明文改憲』について 

私が今一番気にしている｢明文改憲｣についてお話します。これが 2016年の衆議院選挙後に行われようとしてい

ます。憲法とは国の基本的なあり方を定めるルールです。うちの国民たちはこのような理想を持って自分たちの国

を作ります、と定めているのです。それを根本から変えてしまおうと政府は堂々と言っています。 

自民党は改憲草案を 2012年 4月に発表しました。これは野党時代に作られたものなので本音がぎっしりと詰ま

っています。行われる予定の改憲もこれに近いものになると思われます。この改憲によって人権の制約、表現の自

由の限定、政治における宗教活動の解禁による戦争キャンペーン、家族と互助の強調による福祉の低下、教育環境

の改悪、戦争放棄の放棄による好戦国家へのまい進、緊急事態条項の追加による政府権力の濫用などが行われるこ

とが予想されます。 

「この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であつて、これらの

権利は、過去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたも

のである。」 

日本国憲法 97条は一番かっこいい、私が一番好きな条文です。この条文は、改憲案ではまるごと削除されてい

ます。多くの人が涙と血を流し平和や平等や自由や色々な権利を勝ち得てきました。それをこの憲法が保障してい

るのです。私たちには、この憲法を将来の世代に受け渡す責任があります。私たち 1人 1人に自分たちの未来を自

分たちで作っていく、個人としての責任があります。                 （講演内容一部抜粋） 

 

2013 年 12 月 6 日、「特定秘密の保護に関する法律」が成

立し、翌 2014年 12月 10日に施行されました。また、2015

年 9月 19日には平和安全法制関連 2法が成立しました。 

「特定秘密の保護に関する法律」や平和安全法制が、日

本国憲法の保証する基本的人権を侵すものであると危惧

し、反対運動を続けている弁護士の矢崎暁子氏にお話を聞

きました。 

 

矢崎暁子氏：名古屋北法律事務所所属弁護士。 
秘密保全法に反対する愛知の会「極秘通信」編集長。 
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本山生協会館 2 階 ルーム１ 

＊お問い合わせは、下記連絡先まで   オリーブプレス Vol.20  2016 年 3 月発行 
オリーブジャパン国際開発協力協会 olivejapan80@hotmail.com 編責 ：オリーブプレス編集部 

 
 

 
 
 

会員募集 
       

オリーブジャパンの活動に賛同していた 

だける会員の方を随時募集しています。 
        

・ 賛助会員（一ヶ月一口 10,000円） 

・ 正会員 （一ヶ月一口 5,000円） 

・ 協力会員（一ヶ月一口 2,000円） 

・ 参加会員（一ヶ月一口 1,000円） 

・ 同調会員（一ヶ月一口 500円） 

 

 

郵便振込用紙に必要事項と会員の種類、納入方法 
（月払い／年一括）をご記入の上、会費を納入ください。 

 

振替口座番号 

００８９０－１－２４５８２ 
 

会員の皆様には、会報「オリーブ・プレス」と講演会、 

バザー等のご案内を優先的にさせていただきます。 
 

物品をお譲りいただけませんか 
 洋服・靴・バック・アクセサリー雑貨等、ご家庭で眠っている良品を譲っていただけま

せんか？ご協力お願いいたします。こちらまでご連絡下さい。☎080－4306－1057(山田) 

〒464-0824 名古屋市千種区稲舟通 1-39

地下鉄「本山」駅より南へ徒歩 2分 

 

エルサルバドルの子どもたちのための 

 
 
 

 
 

 

 

哲学、芸術、科学、政治、教育など様々な分野から現在見つめるべき課題に
ついて考えてきました。これまでのポスターを展示し、今後のテーマを探ります。 

 
第２回ポスター展 

       ONEWAY国際平和文化協会 
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